
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業番号 140

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（経済産業省）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局
資源エネルギー庁電力・ガス

事業部
対策の柱立て（中区分） １．民間投資の喚起による成長力強化

対策の柱立て（小区分①） （２）研究開発、イノベーション推進

担当課 原子力政策課

対策の柱立て（小区分②） ①研究開発プロジェクトの推進

対策における施策の名称
レアメタル・レアアース等の代替材料・高純度化技術開発、戦略産業分野の研究開発拠点等の整備、放射性物質研
究拠点施設等整備事業等

（事業名） 放射性物質研究拠点施設等整備事業 新規/既存 ■新規　　　□既存

平成24年度補正予算額 850億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

　　一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

(独)日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）に出資を行い、福島第一原子力発電所事故により発生した放射性物質の分
析・研究施設、及び過酷環境下にある災害現場において活動する遠隔操作機器等を開発・実証するための施設を整
備する。
この拠点整備を行うことにより、放射性物質分析等に係る人材の育成や新たなイノベーションにつながる研究開発を
推進し、地域の雇用創出を図り、福島の復興につなげるとともに、福島第一原子力発電所の廃炉に向けた研究開発
等を着実に実施していく。

実施方法 　□直接実施　　□委託・請負　　□補助金　　□負担金　　□交付金　　□貸付金　　■その他（出資金）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

ＪＡＥＡの用地取得プロセスが滞らないよう、東京電力福島第一原子力発電所廃炉対策推進会議において進捗状況を管理してい
る。

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

【出資先：（独）日本原子力研究開発機構（JAEA)】
http://www.jaea.go.jp/

【廃炉推進会議での決定】
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/pdf/130522/130522_01d.pdf

・25年3月時点でＪＡＥＡへ850億円出資。

・福島第一原子力発電所事故により発生した放射性物質の分析・研究施設、及び過酷環境下にある災害現場におい
て活動する遠隔操作機器等を開発・実証するための施設を整備する。

→指標：JAEAにおける工事進捗状況
25年度上半期に2つの施設（①放射性物質の分析・研究施設、及び②遠隔操作機器等を開発・実証するための施
設）のうち②について、以下2つの作業に着手
・土地の取得
・施設の設計

国 

民間企業等 

【進捗ステップのイメージ図）】 

（独）日本原子力研究開発機構 

出資（３月２８日） 

一部実施（立地地点の決定） 

本事業では、ＪＡＥＡに施設整備費を出資し、①放射

性物質の分析・研究施設、②遠隔操作ロボット等の

開発・実証施設を整備することとしており、国からＪＡ

ＥＡへの出資については３月２８日に実施している。 

現在、先に建設を予定している②について用地取得

プロセスを進めており、地盤調査や地権者との交渉

を経て、５月２２日に開催した第４回東京電力福島第

一原子力発電所廃炉対策推進会議において立地地

点を決定したところ。 

今後、土地価格の鑑定・評価等を実施し、引き続き

用地取得を進めるとともに、施設の概念設計等に取

り組む。 


